
○新しい仕事の見積、稼働中の仕事の分析に対応。

○「この荷主はこれ以上の値引き要請に応じていたら赤字になる」
　　 「場合によっては取引中止も視野に入れなければ・・・・・・・・」
　　　　→荷主から値引要請があれば、どこまで応じられるかがわかり、車両・ドライバーを入替えてシュミレーションもできる。

○荷主や車両、部門ごとの収支が瞬時にわかり、見積もりの作成も大幅に迅速化。
　 経営戦略を練る上で欠かせないツール。

○1人のドライバーがどんな部門の仕事もこなせる「多能化」を進めるうえでシステムで強力にサポート。
　 人員配置の効率化を進め、生産性を向上させている。

○経営合理化に向けて「利益を生み出せる業務とそうでない業務」の判断材料。

○新しい仕事の見積もりの計算や、燃料費上昇による赤字分がどれくらいかの計算も可能。

○荷主との交渉や、経営課題の抽出、計画にも役立つ。

輸送原価計算(簡易型）



処理メニュー



原価データ一覧画面（管理表）

→　選択



原価データ入力画面
（必要最低限の項目入力）

青色項目



原価データ計算結果画面



１つの輸送に対して
原価の複数例試算（パターン）



１つの輸送に対して
見積り時原価と現在時点原価の比較

（妥当性チェック）





車両マスタ登録画面



人件費マスタ登録画面



係数マスタ登録画面



□ 課題・ニーズ

・原価計算をシステム化しなければ、適切な価格交渉が難しい。

従来から原価計算は実施していたが、手作業では膨大な時間がかかってしまう。荷主からは即座に回答が求められ、競争は激しい。生き残るためにも
正確な原価計算システムが求められる。

・原価シミュレーションを行うには、日々の運転日報のデータベース化が必要である。

原価計算の基になるデータは日々の運転日報である。日報の車両情報、燃料情報、勤務時間情報、顧客情報がなければ必要な原価計算はできない。
有効なデータの蓄積のためにも、運転日報のデータベース化が必要である。

・厳しい経営環境の中では、社員のコスト意識を高めなくてはならない。

経営者から事務スタッフ、ドライバーに至るまで、コスト意識を高め、工夫をして、収入アップ、コストダウンを図る必要がある。
そのためには、ドライバーが運転日報をきちんと記載し、事務スタッフが正確なデータを入力し、管理者がデータの適正性を確認しなければ、正確な原価
計算はできない。

□ 導入効果

・見積りのスピード化及び正確性の向上が図れた。

荷主の輸送条件に合わせて見積原価計算書をすぐに作成できるようになった。
データはすべて運転日報をベースにした詳細データの積上げであり、すべての条件を個別に変更しながらシミュレーションができるので、荷主と適正な
交渉が可能である。

・得意先ごとの収支が明確になるため、経営判断材料として活用できる。

運行データを基に得意先ごとの収支管理が可能になった。スポット、車建て、月間固定など様々な条件、車種ごとの収支も算出でき、どの得意先のどの
仕事が良いか悪いかを判断できる。
運賃や契約条件を交渉し、適正な利益を得られなければ取引条件を再度交渉し、理解が得られなければお断りすることもある。

・経営幹部のコスト意識が向上した。

収支データはすべて生のデータからの積上げであり、経営幹部にも理解できるように部門、車種、得意先、ドライバー等の集計単位で実際の計算結果を
見ながら経営会議を行っている。
経営幹部も実際の現場の状況と比較しながら収支を把握できるため、どんな条件でコストが上下するのかについて意識が高まった。

・会議でのデータ確認が即座にできるようになった。

ある数値がおかしいと思った時でも、詳細データまでブレークダウンでき、数値の適正性を検証できるため、納得性の高い会議ができるようになった。

原価計算システム(詳細型）
○



・コスト削減のポイントが明確になった。

１日に複数の作業をする場合でも作業ごとの時間まで把握できているため、最も小さい単位での原価計算が可能であり、無駄な待ち時間、非効率な

荷役等が見えてくる。

どの作業のコストを削減すれば効果的なのか、そのポイントが明確になった。



＜事例紹介＞

車両運送原価計算システム

山陽システム株式会社

当システムは、車両マスタ及び過去蓄積された車輌修理費､タイヤ費､燃料費､その他経費データ､走行ｷﾛ､給与
システムから指定した期間のデータを呼び出して平均値や直近値を求め、原価計算に使用しています。



新聞・月刊誌掲載記事

システムの概要

作業内容の事例　(作業内容・固定費の計算・変動費の計算・合計)

メニュー画面

車両運送原価計算入力画面   (作業内容と固定費・変動費・償却費の内訳・軽油L/㎞の内訳・軽油単価/Lの内訳)

パターン対比画面　　

統合画面

EXCELへの出力

車両運送原価計算書の印刷  (社内用・社外用)

目   次



○「この荷主はこれ以上の値引き要請に応じていたら赤字になる」

「場合によっては取引中止も視野に入れなければ・・・・・・・・」

→ 荷主から値引要請があれば、どこまで応じられるかがわかり、ドライバーを入替えてシュミレーションも

できる。

○荷主や車両、部門ごとの収支が瞬時にわかり、見積もりの作成も大幅に迅速化。

経営戦略を練る上で欠かせないツール。

○現場のデータを入力し、実際値と理論値が出る。

○1人のドライバーがどんな部門の仕事もこなせる「多能化」を進めるうえでシステムで強力にサポート。

人員配置の効率化を進め、生産性を向上させている。

○経営合理化に向けて「利益を生み出せる業務とそうでない業務」の判断材料。

○固定費はもとより、燃料費や修理費などの変動費も詳細に把握可能。

○新しい仕事の見積もりの計算や、燃料費上昇による赤字分がどれくらいかの計算も可能。

○荷主との交渉や、経営課題の抽出、計画にも役立つ。

【物流ニッポン新聞　掲載】

【いすゞ輸送リーダー 掲載】

掲載記事



○単独作業の見積又は実績の補足ができる。

例]　宇部から大阪まで10㌧車輸送の見積依頼があった　

○複合作業の見積又は実績の補足ができる。

○ お客様との運行条件ヒヤリング 例]　宇部工場内での20㌧クレーン製品積込で､広島まで11㌧平ホディ車

○ 運行形態の確認 輸送の一貫業の見積依頼があった　

必要とする車種

必要とする車種積載量 ○1つの作業でいろいろな原価パターンのシュミレーションが出来る。

積載物

仕向先(走行距離・運行日程) ○固定費､変動費を入力するにあたっては次の方法ができる。

数値を直接手入力する

車両マスタの登録情報から自動で取込こむ

車両運送実績データから自動で取込こむ

車両経費実績データから自動で取込こむ

給与実績データから自動で取込こむ

○ 現状作業の収支把握、実績補足 ○複数作業の内訳が一覧で見ることができる。

（車両、人の見直し）

[ｹｰｽ1] 新しい仕事の見積依頼

[ｹｰｽ2] 稼働中の仕事の分析

車両運送原価
入力

パターン対比

作業内訳統合

決 定
原価計算書

(社内用)

(社外用)

EXCELデータとして出力 得意先

二次加工処理ができる
過去データを一覧で見れる

提出お見積書

EXCEL等で作成

見積算出根拠が必要な場合は添付

システム概要



宇部市内の工場で重量物を積込み、広島まで搬送する(帰荷はなし)

○必要な機材及び人数 積込用クレーン 20㌧ クレーン1台

広島まで運搬車両 11トン車平ボディ  2台

積込用作業員 5名(内2名は乗務員で可)

クレーン使用時間 8時から10時

○予定作業時間 積込時間 8時から12時

（納入先に夕方5時に必着出発時刻 午後1時(高速道)

到着見込時刻 午後4時30分(所要3時間30分)

荷卸し時間 午後5時から6時(所要1時間)

帰り出発 午後6時

会社到着 午後10時30分(一般道)

○走行距離 積込場所から納入先までの距離　

積込場所から小郡IC 40Km

小郡ICから広島IC 139Km

広島ICから納入先 10Km

　　　　　　　片道計　 189Km

納入先から会社 179Km

　　　　　　　往復計　 368Km

○高速使用 小郡～広島

○１日行程 残業時間 5時間30分(5時～10時30分(途中に夕食はとらず作業終了後直ちに帰る)

先方での荷卸時間 1時間(5時～6時)

先方から会社までの帰庫 4時間30分（6時～10時30分(一般道で帰社)

この作業内容の場合､車輌運送原価計算入力で
は
積込用クレーン（クレーン2台と作業員3名）と広島
まで運搬（11㌧車平ボディ2台と乗務員2名）を複
合作業としてとらえ別々に入力する。

次頁以降の固定費と変動費についての説明は広
島まで運搬作業を事例としてとりあげる。
また､各項目の入力にあたっては､各種実績データ
からの自動取込みを中心とし､手入力するケース
は極力少なくした。

作業内容



先ず年額を求める。

次に年額を12で割って月額換算し､更に行程日数を掛けて当月の月間日数で割って最終的に行程金額を算出する。

車両運送実績と車両経費実績データから取り出す時に､参照期間を2000/03～2008/03と指定した。

○償却費 参照期間2000/03～2008/03の車両経費実績データから2台分の年間償却費113,724円を取り出した。

○金利 2台分の車両取得価格24,000,000円を車輌マスタから取り出し、年金利3%で返済期間にかかわりなく簡便法により

年間支払利息60,000円を算出した。簡便法は取得価格*金利÷2

○租税公課

取得税 取得価格24,000,000円*0.03÷償却年数4年で年額180,000円を算出した。

（取得価格の3%）

償却資産税 取得価格24,000,000円で法定償却6年の償却資産税総額796,990円を計算し､償却年数4年で割って年額199,248円を

算出した。

自動車税 車両マスタに登録してある割引後の年額をそのまま適用した。

重量税 〃

○保険料

自賠責 車両マスタに登録してある割引後の年額をそのまま適用した。

対人(無制限) 〃

対物(100万) 〃

車輌(なし) 〃

積荷(1000万) 〃

賠償 〃

火災 〃

その他 〃

  

○定検費

車検費1　 車両経費実績データから期間2000/3～2008/3の実績値を年換算して取り出

車検費2 〃

その他 〃

○リース料 2台とも現金購入 0

85,200

128,200

137,410

63,390

21,020

0

46,160

0

0

0

0

706,802

5,000

固定費の計算



○労務費 乗務員2人分の給与を給与実績データから取り出す時に､労務費参照期間を2007/03～2008/02と指定した。

給与 日給単価は労務費参照期間内の2人分日給合計÷2人分総出勤日数で2人分14,537円を求めた。

残業時間は行程条件の1人分残業時間5.5Ｈを手入力した。

残業単価は労務費参照期間の2人分残業手当合計÷2人分残業時間合計で2人分1,848円を求めた。

能率給は労務費参照期間内の2人分能率給合計÷2人分総出勤日数で2人分1日当たり8,458円を求めた。

深夜時間は行程条件にない。

従って深夜残業単価は計算しない。

食事代は夕食をとらずに帰庫するのでなし。

上記の単価､時間等で1日当たり給与33,159円を求め行程日数1日を掛けて行程内給与33,159円を算出した。

賞与 労務費参照期間内の2人分賞与合計÷支給月数で賞与月平均57,800円をを求め､月平均賞与57,800円*行程日数1日

÷当月月間日数22日で2人分の行程内賞与1日当たり2,627円を求めた。

福利費等 上記で求めた行程内給与33,159円と行程内賞与2,627円の合計35,786円に､手入力した福利費等係数25%を掛けて8,947円

を算出した。

○燃料費

軽油代 走行距離は行程条件の368㎞を表示。

L/kmは車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総給油量を総走行距離を取り出して計算し

0.3181を求めた。

単価/Lは車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総軽油代と総給油量を取り出して計算し

128円を求めた。

軽油代は走行距離368㎞*L/km0.3181*単価/L128円＝14,984円。

オイル 軽油代14,984円に手入力したオイル係数10%を掛けて1,498円。

○一般修理費 行程条件の走行距離368㎞を表示。

単価/kmは車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総修理費を総走行距離で割って14.405円

を求めた。

修理費は走行距離368㎞*単価/km14.405円＝5,301円。

変動費の計算



○タイヤ費

タイヤ 行程条件の走行距離368㎞を表示。

単価/kmは車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総タイヤ費を総走行距離で割って1.204円

求めた。

タイヤ費は走行距離368㎞*単価/km1.204円＝443円。

メンテナンス 行程条件の走行距離368㎞を表示。

単価/kmは車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総メンテナンス費を総走行距離で割って

0.293円を求めた。

メンテナンス費は走行距離368㎞*単価/km0.293円＝108円。

○事故費 参照期間2000/03～2008/03の間は2台とも無事故であったため入力はなしとした。

○通行料 小郡ICから広島IC　割引なし6,350円*2台＝12,700円を手入力した。

○その他経費

消耗品費 車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総消耗品費の月平均1,928円を求めた。

消耗品費は月平均1,928円*行程日数1日÷月間日数22日＝88円。

その他 車両経費実績データの参照期間2000/03～2008/03の2台それぞれの総その他費の月平均520円を求めた。

その他経費は月平均520円*行程日数1日÷月間日数22日＝24円。



○固定費計 固定費の合計7,753円

○変動費計 変動費の合計79,879円

○運送原価 固定費計＋変動費計＝87,632円

○管理費 運送原価87,632円に対する管理費係数10%を手入力し管理費8,763円

○費用合計 運送原価87,632円＋管理費8,763円＝96,395円

○営業利益 費用合計96,395円に対する営業利益係数3%を手入力し営業利益2,892円

○総合計 費用合計96,395円＋営業利益2,892円＝99,287円

○収入 収入144,600円を手入力した。

○差引収支 収入144,600円－総合計99,287円＝45,313円

合　　計



○車両運送原価計算書入力

仕事内容と運行諸条件及び固定費､変動費、

管理費の入力を行う。

当画面から原価計算書の印刷ができる。

○パターン対比画面

1つの作業でいろいろなパターンを入力した

場合には一覧で表示でき､どのパターンを

採用するかを決定する。

○統合画面
複合作業の内訳が一覧で見ることができる。

○車両運送原価計算書EXCEL出力

入力された原価計算書データはEXCEL

データとして出力出来る。

○マスタ保守

得意先車両マスタ コメントマスタ

備考マスタ 区分マスタ

○基幹システムからの参照テ゜ータとしては

得意先､車両､社員マスタ

車両運送実績データ

車両経費実績データ

給与実績データ

メニュー画面



○作業内容では得意先､車両､人､行き先､

行程日数などを入力する。

○固定費は次の入力方法が出来る。

手入力する

車両マスタからの取込み､

車両経費実績データからの取り込み

○当画面では複数人､複数車両の入力が

できるので､各項目でF7を押下すれば

人､車両ごとの内訳がわかる。

○各項目の先頭にあるﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをクリック

すれば項目ごとのコメント入力ができ、

原価計算書に印字される。

○固定費計～差引収支は固定費､変動費の

各項目金額を入力の都度、即時に最新が

表示される。

○F6:印刷 車両運送原価計算書の印刷。

社内用と社外用

作業内容と固定費の入力例 宇部から広島までの運搬作業
の入力例



○変動費は次の入力方法が出来る。

手入力する

給与実績データからの取り込み､

車両経費実績データからの取り込み

車両運送実績データからの取り込み

○前頁の固定費と同じ機能

変動費の入力例 宇部から広島までの運搬作業
の入力例



○償却費の位置でF7を押下すれば

表示される。

償却費の内訳



○軽油代の位置でF7を押下すれば

表示される。

軽油　Ｌ/kmの内訳



○軽油代の位置でF7を押下すれば

表示される。

軽油　単価/Ｌの内訳



○同一作業内でも費用によっては数値を変え

て比較・検討し､複数パターンを作成して

シュミレーションができる。
(当作業では1パターンしか入力していない)

○最終的には､どのパターンを採用するかを

確定する。

○検索ボタンをクリックすれば､車両運送原価

計算入力の画面に戻って､計算過程を再確

認できる。

○縦スクロールバーを移動すればすべ

ての項目が参照できます。

宇部から広島きでの運搬作業
のパターン対比

パターンの対比



○積込クレーン作業と広島までの運搬作業を

統合した画面で､複合作業全体の内容が

わかる。

○1作業内では確定されたパターンが

表示される。

○縦スクロールバーを移動すればすべて

の項目が参照できます。

運搬作業と積込用クレーン作業
の統合

統合画面



○過去のデータを一覧で見て、どういう原価計算

を行なったかの検証ができる。

運搬作業データ

積込用クレーン作業データ

○スクロールバーを移動すればすべての

項目が参照できます。

運搬作業と積込用クレーン作業
のＥＸＣＥＬへの出力

EXCELへ出力
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